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1 調査の概要 

1.1 アンケートの概要 

1) アンケートの配布対象者 

平成 30 年８月現在、東大阪市内にお住まいの 18 歳以上の方の中から、約 4,000 人の方
を無作為抽出 

2) アンケートの実施スケジュール 

アンケートの発送  ：９月 28 日（金） 
アンケートの回収期限：10 月 10 日（水） 
※ 回収方法は、料金受取人払郵便により回収 

※ 回収期限時点での回収数が少なかったため、10月 29 日（月）までに到着したもの

を集計している。 

3) アンケートの配布数と回収数・回収率 

「東大阪市まちづくりアンケート」の配布数と回収数・回収率は以下の通り。 

表 アンケートの配布・回収状況 

配布数 回収数 回収率 

東大阪市 

まちづくりアンケート

4,030 通 

（うち 35通は不着）
1,211 通 30.3％ 
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2 東大阪市まちづくりアンケート調査結果 

2.1 あなた自身のこと（回答者の属性）について 

回答者の性別は、約６割が「女性」となっている。 

図 性別 

回答者の年齢は、「70歳代以上」が 24.1％で最も多く、次いで「50 歳代」が 19.2％、「60

歳代」が 19.0％となっており、50 歳代以上が６割を占めている。

図 年齢 

問 8 あなたの性別を教えてください。（１つ選択） 

問 9 あなたの年齢を教えてください。（１つ選択） 
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回答者の職業は、「会社員・公務員」が 28.8％で最も多く、次いで「無職」が 20.1％、「パ

ート・アルバイト・派遣社員」が 19.0％となっている。

図 職業 

【その他の回答】 
・介護員・介護職 

・看護師 

・音楽関係 

・シルバー会員にて、無職の時もあり 

・障害年金 

・就労継続支援 B型で作業中 

・不動産 

・シルバー人材 

・大学教員 

・福祉作業所作業員 

・自転車の整備員 

・両親の介護のため休職中です 

・病気のため休職中 

・10 日/月、パート宿直業務（高齢者施設） 

・内職（出来高） 

・マッサージ師 

・大阪府高齢者大学理事 

・年金生活 

・障がい者 

問 10 あなたの職業を教えてください。（主なものを１つ選択） 
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回答者の住まいは、「Ｆ地域」や「Ｄ地域」が多くなっている。 

 表 住まいの地域 

現住所 

（住まいの地域） 
回答者数

比率 

（％） 

Ａ地域 156 12.9%

Ｂ地域 136 11.2%

Ｃ地域 138 11.4%

Ｄ地域 229 18.9%

Ｅ地域 87 7.2%

Ｆ地域 233 19.2%

Ｇ地域 184 15.2%

不明・無回答等 48 4.0%

合計 1,211 100.0%

 図 地域区分図 

回答者の居住住宅の種類について、「持ち家（一戸建て）」が 6割（58.6％）と多くなって

いる。 

図 居住住宅 

問 11 今お住まいの町丁目を教えてください。 
（記入例：荒本北 1丁目の場合、次のように記入 → 東大阪市 荒本北 町 １ 丁目 ）

問 12 今お住まいの住宅について教えてください。（１つ選択） 
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回答者の居住年数について、「20 年以上」が７割（73.6％）と多く、「10年以上」だと 85.9%

を占めている。

図 居住年数 

問 13 あなたは東大阪市に住んで何年になりますか。（１つ選択） 
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2.2 東大阪市の住み心地について 

回答者の東大阪市での住み心地について、半数以上（51.3％）の方が「住みやすい」と答え

ている。 

「住みにくい」は 10.4%にとどまっている。 

図 東大阪市での住み心地 

問 14 あなたは、東大阪市での住み心地についてどう思いますか。（１つ選択） 
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2.3 東大阪市への定住意向について 

回答者の東大阪市での居住意向について、「ずっと住み続けたい」が半数以上（48.8％）と

最も多く、「一時的に市外に出ても、また戻ってきたい」も含めた定住意向のある方は 53.3%

と過半数を占めている。 

「東大阪市以外のところに住みたい」は 10.4%にとどまっている。 

図 東大阪市での居住意向 

問 15 あなたは東大阪市に住み続けたいですか。（１つ選択） 
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2.4 東大阪市の魅力・イメージについて 

東大阪市のまちの魅力・イメージについては、「そう思う」と回答した方は、「花園ラグビ

ー場があり、“ラグビーのまち”として広く知られている」が 82.2％で最も多く、次いで「多

くの事業所が集積しており、“モノづくりのまち”として広く知られている」が 79.1％、「大

阪市に隣接し、駅が多くあり、交通の便がよい」が 69.4％、「身近に商業施設があり、買い物

に便利である」が 68.6％、「市内に複数の大学がある」が 61.4％、「生駒山系の緑に恵まれ、

自然環境が豊かである」が 55.6％となっている。 

一方、「そう思わない」と回答した方は、「バリアフリー化が進み、高齢者や障害のある人

も安心して暮らせる」が 52.8％で多く、次いで「観光資源や歴史的資産が多くある」が 52.4％

となっている。 

問 1 あなたは、東大阪市のまちの魅力・イメージについて、どのように感じていますか。次の 1 から 14 まで
の各項目について、あなたのお気持ちに近いものをそれぞれ１つ選んで番号に○をつけてください。 
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図 東大阪市のまちの魅力・イメージ 
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【クロス集計】 

年齢別、性別、地域別でみると、上位は全体と概ね同様な傾向となっている。 

表 性別・年齢別・住所（地域）別、東大阪市のまちの魅力・イメージ「そう思う」 
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2.5 東大阪市の将来の都市像について 

東大阪市がどのようなまちであってほしいかについては、「災害に強く、安全で安心できる

まち」が 47.2％で最も多く、次いで「高齢者や障害者などにやさしいまち」が 42.9％、「道

路・交通環境が整ったまち」が 28.2％、「子育て環境が充実したまち」が 27.7％、「健康的

に暮らせるまち」が 24.9％となっている。 

図 将来の都市像 

問 2 今後、東大阪市は特にどのようなまちであってほしいとお考えですか。次の中からあてはまるものを選
んで○をつけてください。（最大で３つまで選択） 
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【クロス集計】 

年齢別でみると、全体で２位の「高齢者や障害者などにやさしいまち」では、50-70 歳以上

で多く、10-30 歳代で少なくなっている。 

全体で３位の「道路・交通環境が整ったまち」では、10 歳代で多くなっている。 

全体で４位の「子育て環境が充実したまち」では、10-30 歳代で 1-2 位と多くなっている。 

全体で５位の「健康的に暮らせるまち」では、10-30 歳代で少なくなっている。 

全体で６位以下のものも、「住宅環境が良好なまち」が 30 歳代で多く、「教育が充実した

まち」が 10-40 歳代で多く、「スポーツ活動が盛んなまち」が 10歳代で多くなっている。 

性別、地域別でみると、上位は全体と概ね同様な傾向となっている。 

表 性別・年齢別・住所（地域）別、将来の都市像 

全体と比べて順位や数値が高いもの

全体と比べて順位や数値が低いもの
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2.6 世代に応じて重点的に取組む施策について 

“子育て世代が暮らしやすいまちづくり”に向けて必要な施策については、「保育サービス

の充実（保育所数の増大や病児・病後児保育など）」が 41.0％で最も多く、次いで「身近な憩

いの場の充実（公園や緑地など）」が 24.5％、「子どもの教育環境の充実（幼児保育や小・中

学校での教育など）」が 24.3％、「子どもを産みやすい環境の充実（出産支援の充実など）」

が 23.3％となっている。 

図 “子育て世代が暮らしやすいまちづくり”に向けて必要な施策 

【その他の回答】 
・子供が安心してあそべる場があるまち 

・子育てに対し経済的な充実 

・大人・子供・高齢者全てマナーの向上。小さな子供の真横をスピードを落さず走り去る自転車。歩道を占拠する買い
物客の自転車（ベビーカーが通れない）。歩行者の信号無視。住民に魅力のあるまちで子育てをしたい。 

・日本一の教育集団の構築 

・子供達のスポーツ（ボールが蹴れる）などを充実させてほしい。 

・高齢者にやさしい町 

・防犯対策の充実 

・小児科医療面の充実して欲しい。入院体制の充実化。 

・子供がいません 

・子どもがいないのでわからない 

・18 歳までの生活費の支援（（今は中学 3年までだから）せめて高校 3年までお願いしたいです） 

・児童手当の増額 

・子供がいないのでわかりませんが、子育てが安心して出来る環境が良いと思います。 

問 3-1 “子育て世代が暮らしやすいまちづくり”に向けて、特にどのような施策が必要と考えますか。次
の中からあてはまるものを選んで○をつけてください。（最大で２つまで選択） 

問 3 東大阪市で今後、世代に応じて重点的に進めていくべき施策についてお伺いします。 
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・中学校の給食（パートに出る母親が多い）・小学校にクーラー（暑過ぎて授業にならない） 

・金銭的援助 

・自然環境を大切にする 

・ドリーム 21 のような子供がのびのび遊べる施設 

・母子、父子家庭が楽に暮らせる環境の充実 

・交通安全 

・給付金（“子ども手当”のような） 

・子供達が思いきりボール遊び、野球等ができる場所がほしい 

・治安の良い町。道を広く⇒交通量の多い道でも歩道が狭い。安心して子供を遊ばせられない。 

【クロス集計】 

年齢別でみると、10-30 歳代で、「保育サービスの充実（保育所数の増大や病児・病後児保

育など）」や「子どもを産みやすい環境の充実（出産支援の充実など）」が多くなっている。 

一方、全体で２位の「身近な憩いの場の充実（公園や緑地など）」は、10-30 歳代で少なく

なっている。 

性別、地域別でみると、上位は全体と概ね同様な傾向となっている。 



2 東大阪市まちづくりアンケート調査結果 

15 

表 性別・年齢別・住所（地域）別、“子育て世代が暮らしやすいまちづくり”に向けて必要な施策 

全体と比べて順位や数値が高いもの

全体と比べて順位や数値が低いもの
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図 年齢別、“子育て世代が暮らしやすいまちづくり”に向けて必要な施策 
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充実してほしい小・中学校での教育内容については、「豊かな心を育てる取組みの充実（生

命や人権の尊重、男女平等、思いやりや助け合いなど）」が 41.1％で最も多く、次いで「基礎

的・基本的な知識・技能の定着」が 30.8％、「国際化・情報化社会等に向けた取組みの充実

（英語教育、パソコン技能の習得など）」が 22.0％となっている。 

さらに、「将来の職業について考える機会の充実（就業体験、社会体験の充実など）」が

17.8％、「学習意欲の向上」が 17.2％と続いている。 

図 充実してほしい小・中学校での教育内容 

【その他の回答】 
・教師の質が悪い。特定の親と飲み会や LINE 等。出来ちゃった婚はいかがなものか？ 

・クリエイターの創出に特化する仕組み 

・バカな平等主義を排し、ある程度の競争力を身につける 

・小さな子供が周りにいない等わからない 

・自分の将来に”夢”を持てる人物に育てたいと思います 

・いじめ問題にしっかりと向き合って欲しい 

・いじめのない教育 

・学費、給食費支援の充実 

・支援学級・支援学校の施設・指導の充実 

・学力と家の経済力は比例します。子育て世代への応援を。 

・お金の使い方！投資や株取引について、お金の学習がほとんどない気がします。 

・いじめや引きこもり問題の取り組み 

・物事の分別 

・実生活に役立つ技術の習得 

問 3-2 子どもの教育環境の充実に関し、小・中学校での教育について特にどのような内容を充実し
てほしいと考えますか。次の中からあてはまるものを選んで○をつけてください。（最大で２つ
まで選択） 
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・クーラーの設置 

・公立小学校の古い学校、運動場のせまい学校を他の公立学校と格差のない様に建て替え・改善を早急にしてほし
い。 

・いじめがないようにする教育をしてほしい。 

・障がい者への教育支援 

・子供が自身の興味を知り、その興味を深められるような取り組み。指導者の能力向上（子供の解答に対して柔軟性
を持って対応）⇒正解なのに教えたことと違うため不正解にするなど、そこの対応を変える変えさせる 

・東大阪市は人権や国際化の取り組みに特定団体に気を使った方向性になるのが嫌。まともな教育と活動をお願い
したい。 

・個性を引出し、伸ばす。特に、ほめることの大切。 

・障害児の子も安心して地域の学校に行けるようもう少し環境作りをしてほしい 

・社会生活に必要な基礎コミュニケーションの定着 

【クロス集計】 

年齢別でみると、10歳代で、「基礎的・基本的な知識・技能の定着」が突出して多く、「国

際化・情報化社会等に向けた取組みの充実（英語教育、パソコン技能の習得など）」も多くな

っている。一方で、「豊かな心を育てる取組みの充実（生命や人権の尊重、男女平等、思いや

りや助け合いなど）」は少なくなっている。 

10 歳代、40 歳代で、「将来の職業について考える機会の充実（就業体験、社会体験の充実

など）」や「学習意欲の向上」が多くなっている。 

「健康な食生活習慣や体力を身につける取組みの充実」は、20-30 歳代で多くなっている。 

性別、地域別でみると、上位は全体と概ね同様な傾向となっている。 
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表 性別・年齢別・住所（地域）別、充実してほしい小・中学校での教育内容 

全体と比べて順位や数値が高いもの

全体と比べて順位や数値が低いもの
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図 年齢別、充実してほしい小・中学校での教育内容 
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“若者が集い活気にあふれたまちづくり”に向けて必要な施策については、「雇用の受け皿

づくり（企業誘致、企業支援など）」が 34.4％で最も多く、次いで「賑わい空間の充実（買い

物・レジャー施設など）」が 31.1％、「余暇活動の場の充実（スポーツ・芸術を楽しむ場な

ど）」が 28.1％となっている。 

図 “若者が集い活気にあふれたまちづくり”に向けて必要な施策 

【その他の回答】 
・シェアリングの充実とクリエイターの創出 

・みんな必要 

・高校以上の学費支援や奨学金の充実 

・車移動が多いので道路と歩道の整備 

・若者だけでなく全世代が対象が将来的にいいと思う 

・小児科医療面の充実。もう少し年齢をあげて欲しい。障害者・障害児にも雇用促進の取組みの充実。 

・自治会とか企業間、会社等の大運動会。 

・市民税が高い 

・若い人の意見の聞ける人の拡充 

・自然環境の活用 

・1 人暮らし支援（独立支援）高校卒業後働かないで家にいるという話を以前よく聞いたので。 

・安心して子供を産み、働けて、人と人とが繋がれるように 

・街や東大阪市のイメージが無い知人に東大阪に住んでいると話しづらい。 

・駅の近くにカフェ設置 

・行事、イベント、コンサート等の誘致 

・魅力のある企業（大学）作り（ハウス、近大はありますが、それ以外に！） 

問 3-3 “若者が集い活気にあふれたまちづくり”に向けて、特にどのような施策が必要と考えますか。次
の中からあてはまるものを選んで○をつけてください。（最大で２つまで選択） 
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【クロス集計】 

年齢別でみると、10-40 歳代で「賑わい空間の充実（買い物・レジャー施設など）」が突出

して 1位と多くなっている。 

10-20 歳代で、「通勤・通学に便利な交通体系の充実」が 2位と多く、20歳代で「住宅環境

の充実」が 2 位と多くなっている。一方で、「雇用の受け皿づくり（企業誘致、企業支援な

ど）」や「余暇活動の場の充実（スポーツ・芸術を楽しむ場など）」は少なくなっている。 

性別、地域別でみると、上位は全体と概ね同様な傾向となっている。 

表 性別・年齢別・住所（地域）別、“若者が集い活気にあふれたまちづくり”に向けて必要な施策 

全体と比べて順位や数値が高いもの

全体と比べて順位や数値が低いもの
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表 年齢別、“若者が集い活気にあふれたまちづくり”に向けて必要な施策 
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“高齢者が元気で活躍できるまちづくり”に向けて必要な施策については、「安心して医療

を受けられる環境の充実」が 40.4％で多く、「高齢者が地域での孤立することを防ぐ取組み」

が 38.6％、「年齢にとらわれず、いつまでも働くことのできる環境の充実」が 33.3％となっ

ている。 

図 “高齢者が元気で活躍できるまちづくり”に向けて必要な施策 

【その他の回答】 
・若者のコミュニティの場の充実 

・認知症の方の作業所のような取り組みとか、出来ることを登録して働くオレンジ人材センター（支える人も高齢者） 

・一人暮らしでしっかりし、支援は受けたくないがさみしい？一人暮らしでしっかりし、支援は受けたくないがさみしい？
体はおいて、どうすればいいのか 

・高齢者の為の交通手段や道路の歩道を確保して安全対策、坂道や遠方の人に応じた買い物や外出の為の交通支
援等 

・近鉄バス廃止反対。山本～瓢箪山駅。たすけて下さい。 

・電動車いすなどで移動するには歩道があまりにも狭かったり（歩行者側の）信号の時間が短かったりする。意欲は
あっても、そういったハード面の未整備によって外出を断念する高齢者が多い。 

・施策は造るだけではなく実施→結果の把握まで確認して次に生かして欲しい 

・シティバスや交通利用者への補助 

・バリアフリーや安心して生活できる施設の充実 

・自然環境保全ボランティア 

・年齢とともに体のあちこちが弱ってきます。個人病院は点在していても長年通い続けるには大変な労力です。身近
な大病院の中で看て頂く安心は格別のものがあり、その為にも随所に病院行きバスが停まってくれるのを期待しま
す。 

・みんなが気軽に集まれる場所を開放する等 

・公園、遊歩道などに足上げなど簡単な運動ができるように低めの鉄棒とか平行棒、平均台等を置いて気軽に使える
ようにしてもいいのではと思います。 

・安価で集える場所がほしいです。 

・生涯学習として幅広いジャンルの科目をもった学校を開設 

・犬、猫、小動物を自宅、他で飼える仕組み 

問 3-4 “高齢者が元気で活躍できるまちづくり”に向けて、特にどのような施策が必要と考えますか。
次の中からあてはまるものを選んで○をつけてください。（最大で２つまで選択） 
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【クロス集計】 

年齢別でみると、30-60 歳代で「年齢にとらわれず、いつまでも働くことのできる環境の充

実」が多く、60 歳-70 歳以上で「地域や公共施設での健康づくり活動の充実」が多くなってい

る。 

性別、地域別でみると、上位は全体と概ね同様な傾向となっている。 

表 性別・年齢別・住所（地域）別、“高齢者が元気で活躍できるまちづくり”に向けて必要な施策 

全体と比べて順位や数値が高いもの
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表 年齢別、“高齢者が元気で活躍できるまちづくり”に向けて必要な施策
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2.7 地域のまちづくりについて 

身近に思う「地域」の範囲については、「自治会の範囲（町、丁目など）」が 27.7％で最も

多く、次いで「はっきり意識していない」が 17.1％、「小学校区」が 14.5％となっている。 

「となり近所」＋「自治会の範囲」で 40.7%、「小学校区」＋「中学校区」で 24.7%あり、

「中学校区」までで 65.4%と約 2/3 を占めている。 

「リージョン区」は 4.0%と低く、地域の単位としての認知度は低い。 

図 身近に思う「地域」の範囲 

【その他の回答】 
・大阪市中央区繁華街 

・近鉄奈良線沿線 

・阪本病院 

・自宅から駅までくらいの範囲 

・内容により範囲が変わると思う 

・考える対象によって変わる 

・駅から自宅までの範囲 

・最寄駅周辺 

・東大阪市及び隣接市町村 

・徒歩 20 分圏内 

問 4 あなたが身近に思う「地域」の範囲は、次のうちどれですか。次の中からあてはまるものを１つ選んで
○をつけてください。 
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【クロス集計】 

年齢別にみると、10 歳代では「小学校区」～「中学校区」が多くなっている。 

20-50 歳代では、「自治会の範囲（町、丁目など）」～「中学校区」が多くなっている。 

60 歳代と 70 歳以上では、「となり近所」～「自治会の範囲（町、丁目など）」が多くなっ

ている。 

性別、地域別でみると、全体と概ね同様な傾向となっている。 

表 性別・年齢別・住所（地域）別、身近に思う「地域」の範囲 

全体と比べて順位や数値が高いもの
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居住地域における地域活動は盛んであるかについて、「まあそう思う」が 24.5％で多く、

次いで「どちらとも言えない」が 21.8％、「あまりそう思わない」が 20.1％となっている。 

「そう思う」と「まあそう思う」を足すと 30.6％、「そう思わない」と「あまりそう思わな

い」を足すと 33.9％で、「そう思わない」方が若干多くなっている。 

図 居住地域における地域活動は盛んであるか 

問 5 あなたがお住まいの地域は、地域活動が盛んであると思いますか。次の中からあてはまるものを１つ
選んで○をつけてください。 

30.6％ 

33.9％ 
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【クロス集計】 

年齢別にみると、「そう思う」と「まあそう思う」を足すと、50-70 歳以上で多くなってい

る。 

「あまりそう思わない」と「そう思わない」を足すと、10-20 歳代で多くなっている。 

性別、地域別でみると、全体と概ね同様な傾向となっている。 

表 性別・年齢別・住所（地域）別、居住地域における地域活動は盛んであるか 

全体と比べて順位や数値が高いもの
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住み良い地域のために地域住民ができることについては、「ひとり暮らし高齢者の見守り・

声かけ」が 38.6％で最も多く、次いで「子どもの通学路の見守りや声かけ」が 32.3％、「地

域の防災・防犯活動の実施」が 27.5％となっている。 

図 住み良い地域のために地域住民ができること 

【その他の回答】 
・なにもしない 

・SNS でのコミュニティの場を創る 

・家の裏に空屋があり、大変古くて恐い状態 

・空き家の近くに住む者は樹木の生い茂りや落葉に困ります。景観も悪い。 

・どれも自分がするとなると嫌です 

・起業家クラブをつくる→若い人に広める 

・子育て、仕事、家事に忙しく今はできない 

・交流の場所の充実！高齢者でも気軽に寄れる場所作り。自治会館は遠い所にある様に思います。 

・小学校区と自治体が違うため自治会のイベント等に参加しようと思う気にならない 

・インフラ整備 

・仕事をしているのでこれが出来ると言うよりすき間時間などに出来る事。 

・自然環境保全ボランティア 

・あいさつ、深入りしない 

・こういう場合はどうしたらいいというような情報交換の場所、もしくは、行ったら分かる場所があるよという情報の発信
と受信。 

・年齢的に高齢ですので其の他に・・・ 

・高齢者でも犬、猫の引取り・世話ができるように。 

問 6 住み良い地域のために、あなた自身を含めた地域住民ができることは何だと思いますか。次の中から
あてはまるものを選んで○をつけてください。（最大で３つまで選択） 
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【クロス集計】 

年齢別にみると、全体で１位の「ひとり暮らし高齢者の見守り・声かけ」では、50-70 歳以

上で多くなっている。 

全体で２位の「子どもの通学路の見守りや声かけ」では、10-50 歳代で多くなっている。 

全体で５位の「地域での子育てサポート」では、20-30 歳代で多くなっている。 

全体で７位の「ごみ置き場の清掃・管理」では、10 歳代で多くなっている。 

全体で８位の「地域での健康づくり支援」では、50-60 歳代と 70歳以上で多くなっている。 

全体で９位の「地域での各種イベントの実施」では、20 歳代で多くなっている。 

性別、地域別でみると、上位は全体と概ね同様な傾向となっている。 

表 性別・年齢別・住所（地域）別、住み良い地域のために地域住民ができること 

全体と比べて順位や数値が高いもの
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地域活動やボランティア活動、NPO 活動などへの参加の有無については、「ない」が約７割

（66.4%）を占めている。 

図 地域活動やボランティア活動、NPO活動などへの参加有無 

【クロス集計】 

年齢別にみると、「ある」は 40-70 歳以上で多く、10-30 歳代では少なくなっている。 

性別にみると、「ある」は女性が多くなっている。 

地域別でみると、全体と概ね同様な傾向となっている。 

表 性別・年齢別・住所（地域）別、地域活動やボランティア活動、NPO活動などへの参加有無 

問 7-1 あなたは、これまで地域活動やボランティア活動、NPO活動などに参加したことがありますか。 

問 7 地域活動やボランティア活動、NPO活動などへの参加状況等についてお伺いします。 

全体と比べて順位や数値が高いもの

全体と比べて順位や数値が低いもの
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地域活動やボランティア活動、NPO 活動などへの参加景観が「ある」と答えた方の活動内容

については、「自治会活動」が 59.6％で最も多く、次いで「お祭りや運動会、餅つきなどの地

域行事」が 45.7％、「子ども会や PTA、子育て支援などの取組み」が 42.9％となっている。 

図 活動内容 

【その他の回答】 
・新聞配り 

・防犯委員 

・ライオンズクラブ 

・ホームレスシェルター 

・放棄犬・猫の保護ボランティア 

・障がい者スポーツボランティア 

・マレーシアの孤児院の訪問 

・東大阪ブランドの推進、地域活性化 

・24 時間テレビのボランティア活動 

・赤い羽根募金活動、赤十字献血活動 

・民生委員、キャラバンメイト、高齢者向け体操推進委員、施設での手伝い（ボランティア） 

・NPO への募金（給料から引き落としで毎月） 

・リージョンのイベント支援 

・WFP（食事、やったのは財務） 

・消防団、介護相談員 

・献血 

・グループホーム 

・募金活動及び清掃のボランティア 

・セーブ ザ チルドレンの活動 

・清掃や老人ホームのボランティア 

・傾聴ボランティア 

・だんじり 

問 7-2 問７-１で「１ ある」と答えた方にお聞きします。どのような活動に参加しましたか。あてはまる
ものすべてに○をつけてください。 
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【クロス集計】 

年齢別にみると、「自治会活動」は 40-70 歳以上で多くなっている。 

「子ども会やＰＴＡ、子育て支援などの取組み」は 30-60 歳代で多くなっている。 

「文化や芸術、教養などに関する活動」は 70 歳以上で多くなっている。 

性別でみると、「お祭りや運動会、餅つきなどの地域行事」は男性で多く、「子ども会やＰ

ＴＡ、子育て支援などの取組み」は女性で多くなっている。 

地域別でみると、全体と概ね同様な傾向となっている。 

表 性別・年齢別・住所（地域）別、活動内容 

全体と比べて順位や数値が高いもの
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今後参加したい活動したい活動については、「特にない」が 41.7％で最も多く、次いで「文

化や芸術、教養などに関する活動」が 17.4％、「お祭りや運動会、餅つきなどの地域行事」が

12.6％、「高齢者・障害者などへの支援」が 11.6％となっている。 

図 今後参加したい活動 

【その他の回答】 
・手作り品の展示販売（飲食・物品） 

・健康促進活動 

・地域の運動会 

・シルバー人材センターでのグループ参加 

・障がい者スポーツ活動促進 

・子供の小さい時に活動した。成長しては何もしてない年行ったら地域の人に迷惑かけないようにと思います。 

・民生委員、キャラバンメイト、高齢者向け体操推進委員、施設での手伝い（ボランティア） 

・ノラ猫問題。個人ではできる事は限られるので東大阪市として避妊、去勢等地域猫活動に力を入れてほしい。殺処
分ゼロを目指してほしい。 

・海外の方達との交流会があったら参加してみたいと思う。外国語の勉強会等があったら参加してみたいと思う。 

・地域で認定されて、猫の捕獲が出来て避妊去勢手術の活動 

・少子化対策のためのイベント 

・東大阪保護犬猫ボランティア支援活動 

・地域発展につながる活動 

・発達障害の子供達への手助けができるようなことをしたいと思っています。 

・2 年ごと順番で回覧など、これも自治活動の一貫でしょうか！ 

・傾聴ボランティア 

・スポーツに関する取組（ラグビーなど全国レベルの） 

・地域公園などの整備、草むしり 

・少子化対策のためのイベント 

・東大阪保護犬猫ボランティア支援活動 

問 7-3 すべての方にお聞きします。今後参加したい活動はありますか。あてはまるものすべてに○をつ
けてください。 
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【クロス集計】 

年齢別、性別、地域別でみると、全体と概ね同様な傾向となっている。 

表 性別・年齢別・住所（地域）別、今後参加したい活動 

参加経験別でみると、経験者の方が参加意向が高い傾向となっている。 

表 参加経験別、今後参加したい活動×地域活動・ボランティア活動・NPO 活動の参加経験 
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今後参加したい活動が「特にない」と答えた方の理由については、「時間的にゆとりがない

から」が 39.6％と最も多く、次いで「体力的にゆとりがないから」が 29.9％、「人間関係が

わずらわしいから」が 14.1％となっている。 

図 参加したい活動が特にない理由 

【その他の回答】 
・本人が高齢者であり、家族に障害者がいる 

・自分が年になった今年 78 歳 10 月で家に病気の子供がいます 

・東大阪市を離れるので 

・きっかけがない。興味はあるが、中々踏み込めない 

・自分自身が身体障害者の為（車イス使用） 

・体調が悪い 

・住んでいる所が昔からの人達ばかりなので、皆永続関係、その他もよくわかっている人ばかりなので、とても仲がよ
くいろんなことを話せる人ばかりなので、とても暮らしやすいです。 

・体が動かないので外出等できません 

・まだ仕事をしている。時間がない。 

・地域のまとまりを感じられないから 

・年令的に 

・年がいったから、体力的にできない 

・今は考えられない 

・足が悪くなり、まともに歩けない 

・年齢が進むに連れて、耳が聞こえ辛くなり、人と会話することが不自由なため。 

・現在家が大変だから 

・随分活動しました（年齢もそこそこになった） 

・地域活動の参加大好きですが、年寄になり長く歩けません。 

・ボランティアをするつもりはない。ボランティアには責任感が発生しないので。 

・東大阪以外に移動（引っ越し）するため 

・リーダーの資質に問題多し。役人の資質をまず向上させてほしい 

・東大阪はあまり好きではないので・・・ 

・介護中 

・何かできたら良いとは思うが、気持ちが進まない 

・地元の人のつながりが強いので入れない 

問 7-4 問７-３で「13 特にない」と答えた方にお聞きします。それはなぜですか。次の中からあてはま
るものを１つ選び、○をつけてください。 
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【クロス集計】 

年齢別でみると、6-70 歳以上で「体力的にゆとりがないから」が多く、10-20 歳代で「地域

の活動に関心がないから」が多くなっている。 

性別、地域別でみると、上位は全体と概ね同様な傾向となっている。 

表 性別・年齢別・住所（地域）別、参加したい活動が特にない理由 
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2.8 自由意見 

自由意見では、「安全で便利な交通機関や道路のあるまち」（31.3％）が突出して多く、次

いで「効率的で健全な行財政運営が行われるまち」（13.6％）、「安心して子どもを生み、育

てられるまち」（12.5％）「危機や災害への備えが万全なまち」（10.3％）となっている。 

表 自由意見分類 

問 16 東大阪市へのご意見等をご自由にお書きください。
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図 自由意見分類 
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3 アンケート調査票 
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